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ホワイトペーパー 

FUJITSU PRIMERGY サーバ 

パフォーマンスレポート PRIMERGY TX100 S3 

本書では、PRIMERGY TX100 S3 で実行したベンチマークの概要について説明します。 

PRIMERGY TX100 S3 のパフォーマンスデータを、他の PRIMERGY モデルと比較して

説明しています。ベンチマーク結果に加え、ベンチマークごとの説明およびベンチマーク

環境の説明も掲載しています。 
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ドキュメントの履歴 

バージョン 1.0 

ベンチマークを含むレポートの初版 

 SPECcpu2006 

Pentium G620、Core i3-2100、i3-2120 および Xeon E3-1220、E3-1230、E3-1240 で測定 

 STREAM 

Pentium G620、Core i3-2100、i3-2120 および Xeon E3-1220、E3-1230、E3-1240 で測定 

 LINPACK 

Pentium G620、Core i3-2100、i3-2120 および Xeon E3-1220、E3-1230、E3-1240 で測定 

バージョン 1.1 

以下のベンチマークを追加 

 SPECpower_ssj2008 

Xeon E3-1240 および SATA 3.5 インチ HDD（1 台）で測定 

以下のベンチマークを更新 

 SPECcpu2006 

Celeron G530 で測定 

 STREAM 

Celeron G530 で測定 

 LINPACK 

Celeron G530 で測定 
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製品データ 

PRIMERGY TX100 S3 は、Intel C200 チップセットを搭載した  1 ソケットのタワーサーバです。Intel 

Celeron、Pentium、Core i3、または Xeon E3 プロセッサを搭載し、最大 32 GB の DDR3-SDRAM が搭載

可能な 4 本の DIMM スロット、2 基のオンボード 1 Gbit イーサネットコントローラー、SATA RAID コント

ローラー、最大 4 台の 3.5 インチ SATA ドライブ、および 4 本の PCI スロット（PCI-Express 2.0 x8（2 

本）、PCI-Express 2.0 x4（1 本）、および PCI-Express 2.0 x1（1 本））が装備されています。 

PRIMERGY TX100 S3 には、次の 3 タイプがあります。 

 効率 85 ％の電源ユニットを搭載するタイプ 

 効率 94 ％の電源ユニットを搭載し、待機電力がゼロワットのタイプ 

 効率 94 ％の電源ユニットを搭載し、待機電力がゼロワットの、ヘッドレスオペレーションが可能

な PRIMERGY TX100 S3 Core Edition 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

詳細な製品データについては、次のデータシートを参照してください。 

 PRIMERGY TX100 S3 データシート 

 PRIMERGY TX100 S3 Core Edition データシート 

http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=61ea6a1b-0a12-4cf4-a938-7adade347014
http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=175cc3bf-e136-4730-81fb-2575cb80bf3c
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SPECcpu2006 

ベンチマークの説明 

SPECcpu2006 は、整数演算および浮動小数点演算でシステム性能を測定するベンチマークです。このベン

チマークは、12 本のアプリケーションから成る整数演算テストセット（SPECint2006）、および 17 本のア

プリケーションから成る浮動小数点演算テストセット（SPECfp2006）で構成されています。これらのアプ

リケーションは大量の演算を実行し、CPU およびメモリを集中的に使用します。他のコンポーネント

（ディスク I/O、ネットワークなど）は、このベンチマークでは測定しません。 

SPECcpu2006 は、特定のオペレーティングシステムに依存しません。このベンチマークは、ソースコード

として利用可能で、実際に測定する前にコンパイルする必要があります。したがって、使用するコンパイ

ラーのバージョンやその最適化設定が、測定結果に影響を与えます。 

SPECcpu2006 には、2 つのパフォーマンス測定方法が含まれています。1 つ目の方法（SPECint2006 およ

び SPECfp2006）では、1 つのタスクの処理に必要な時間を測定します。2 つ目の方法（SPECint_rate2006 

および SPECfp_rate2006）では、スループット（並列処理できるタスク数）を測定します。いずれの方法

も、さらに 2 つの測定の種類、「ベース」と「ピーク」に分かれています。これらは、コンパイラー最適化

を使用するかどうかという点で異なります。「ベース」値は常に公開されていますが、「ピーク」値はオプ

ションです。 

 

ベンチマーク 演算 タイプ コンパイラー最適化 測定結果 アプリケーション 

SPECint2006 整数 ピーク アグレッシブ 
速度 単体実行 

SPECint_base2006 整数 ベース 標準 

SPECint_rate2006 整数 ピーク アグレッシブ 
スループット 多重実行 

SPECint_rate_base2006 整数 ベース 標準 

SPECfp2006 浮動小数点 ピーク アグレッシブ 
速度 単体実行 

SPECfp_base2006 浮動小数点 ベース 標準 

SPECfp_rate2006 浮動小数点 ピーク アグレッシブ 
スループット 多重実行 

SPECfp_rate_base2006 浮動小数点 ベース 標準 

 

測定結果は、個々のベンチマークで得られた正規化比の幾何平均です。算術平均と比較して、幾何平均の方

が、ひとつの飛び抜けて高い値に左右されない平均値です。「正規化」とは、テストシステムがリファレン

スシステムと比較してどの程度高速であるかを測定することです。例えば、リファレンスシステムの 

SPECint_base2006、SPECint_rate_base2006、SPECfp_base2006、および SPECfp_rate_base2006 の結

果が、値「1」と判定されたとします。このとき、SPECint_base2006 の値が「2」の場合は、測定システム

がこのベンチマークをリファレンスシステムの  2 倍の速さで実行したことを意味します。

SPECfp_rate_base2006 の値が「4」の場合は、測定対象システムがリファレンスシステムの約 4／［ベー

スコピー数］倍の速さでこのベンチマークを実行したことを意味します。「ベースコピー数」とは、実行さ

れたベンチマークの並行インスタンスの数です。 

弊社では、SPEC の公開用に、SPECcpu2006 のすべての測定値を提出しているわけではありません。その

ため、SPEC の Web サイトに公開されていない結果が一部あります。弊社では、すべての測定のログファ

イルをアーカイブしているので、測定の内容に関していつでも証明できます。 
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ベンチマーク結果 

次の 4 種類のプロセッサバージョンで PRIMERGY TX100 S3 を測定しました。 

 Celeron 
 Pentium 
 Core i3 
 Xeon E3 

ベンチマークプログラムは、インテル  C++/Fortran コンパイラー  12 でコンパイルし、SUSE Linux 

Enterprise Server 11 SP1（64 ビット）で実行しました。すべての結果は、http://www.spec.org で公開され

ています。 

 

プロセッサ コア GHz L3 キャッシュ メモリ周波数 TDP SPECint_base2006 SPECint2006 

Celeron G530 2 2.40 2 MB 1067 MHz 65 W 27.9 29.0 

Pentium G620 2 2.60 3 MB 1067 MHz 65 W 30.6 31.9 

Core i3-2100 2 3.10 3 MB 1333 MHz 65 W 36.3 37.8 

Core i3-2120 2 3.30 3 MB 1333 MHz 65 W 38.3 39.9 

Xeon E3-1220 4 3.10 8 MB 1333 MHz 80 W 42.4 44.5 

Xeon E3-1230 4 3.20 8 MB 1333 MHz 80 W 44.0 46.3 

Xeon E3-1240 4 3.30 8 MB 1333 MHz 80 W 45.4 47.9 

 
 

プロセッサ コア GHz L3 キャッシュ メモリ周波数 TDP SPECint_rate_base2006 SPECint_rate2006 

Celeron G530 2 2.40 2 MB 1067 MHz 65 W 48.2 51.0 

Pentium G620 2 2.60 3 MB 1067 MHz 65 W 53.2 55.3 

Core i3-2100 2 3.10 3 MB 1333 MHz 65 W 75.2 78.2 

Core i3-2120 2 3.30 3 MB 1333 MHz 65 W 79.3 82.5 

Xeon E3-1220 4 3.10 8 MB 1333 MHz 80 W 126 131 

Xeon E3-1230 4 3.20 8 MB 1333 MHz 80 W 151 157 

Xeon E3-1240 4 3.30 8 MB 1333 MHz 80 W 154 160 

 
 

プロセッサ コア GHz L3 キャッシュ メモリ周波数 TDP SPECfp_base2006 SPECfp2006 

Celeron G530 2 2.40 2 MB 1067 MHz 65 W 34.1 35.3 

Pentium G620 2 2.60 3 MB 1067 MHz 65 W 36.8 38.1 

Core i3-2100 2 3.10 3 MB 1333 MHz 65 W 45.5 47.2 

Core i3-2120 2 3.30 3 MB 1333 MHz 65 W 47.5 49.2 

Xeon E3-1220 4 3.10 8 MB 1333 MHz 80 W 54.1 56.3 

Xeon E3-1230 4 3.20 8 MB 1333 MHz 80 W 55.5 58.4 

Xeon E3-1240 4 3.30 8 MB 1333 MHz 80 W 56.8 59.3 

 
 

プロセッサ コア GHz L3 キャッシュ メモリ周波数 TDP SPECfp_rate_base2006 SPECfp_rate2006 

Celeron G530 2 2.40 2 MB 1067 MHz 65 W 50.4 51.8 

Pentium G620 2 2.60 3 MB 1067 MHz 65 W 54.3 55.0 

Core i3-2100 2 3.10 3 MB 1333 MHz 65 W 73.1 74.5 

Core i3-2120 2 3.30 3 MB 1333 MHz 65 W 75.8 77.3 

Xeon E3-1220 4 3.10 8 MB 1333 MHz 80 W 105 107 

Xeon E3-1230 4 3.20 8 MB 1333 MHz 80 W 113 117 

Xeon E3-1240 4 3.30 8 MB 1333 MHz 80 W 115 119 

 
 
  

http://www.spec.org/


 ホワイトペーパー  パフォーマンスレポート PRIMERGY TX100 S3 バージョン： 1.1  2011-09-30 

 6/18 ページ © Fujitsu Technology Solutions 2011 

次の図は、PRIMERGY TX100 S3 とその旧モデルの PRIMERGY TX100 S2 のスループットを比較したもの

です。それぞれ最大のパフォーマンス構成になっています。 
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ベンチマーク環境 

SPECcpu2006 の測定は、次のハードウェアおよびソフトウェア構成の PRIMERGY TX100 S3 で実行され

ました。 

 

ハードウェア 

モデル PRIMERGY TX100 S3 

CPU 

Celeron G530 
Pentium G620 

Core i3-2100、i3-2120 

Xeon E3-1220、E3-1230、E3-1240 

CPU 数 

Celeron G530 2 コア 

Pentium G620： 2 コア 

Core i3-2100、i3-2120： 2 コア 

その他すべて： 4 コア 

1 次キャッシュ 32 KB（命令） + 32 KB（データ）オンチップ（コアあたり） 

2 次キャッシュ 256 KB オンチップ（コアあたり） 

その他のキャッシュ 

Celeron G530： 2 MB（命令 + データ）オンチップ（チップあたり） 

Pentium G620： 3 MB（命令 + データ）オンチップ（チップあたり） 

Core i3-2100、i3-2120： 3 MB（命令 + データ）オンチップ（チップあたり） 

その他すべて： 8 MB（命令 + データ）オンチップ（チップあたり） 

メモリ 4 GB PC3-10600E DDR3-SDRAM × 2 枚 

ソフトウェア 

オペレーティングシステム SUSE Linux Enterprise Server 11 SP1（64 ビット） 

コンパイラー インテル C++/Fortran コンパイラー 12 

 

国または販売地域によっては、一部のコンポーネントが利用できない場合があります。 
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SPECpower_ssj2008 

ベンチマークの説明 

SPECpower_ssj2008 は、サーバクラスのコンピュータを対象とした、消費電力とパフォーマンスの特性を

評価する業界標準の SPEC ベンチマークです。SPEC は、SPECpower_ssj2008 をリリースし、パフォーマ

ンスの評価と同じ手法で、サーバの消費電力測定の標準を定義しました。 

ベンチマークのワークロードは、典型的なサーバサイド Java ビジネスアプリケーションの負荷をシミュ

レートします。ワークロードはスケーラブルで、マルチスレッド化されており、さまざまなプラットフォー

ムで利用でき、簡単に実行できます。ベンチマークは、 CPU、キャッシュ、 SMP（ symmetric 

multiprocessor systems：対称型マルチプロセシングシステム）のメモリ階層とスケーラビリティに加え、

JVM（Java Virtual Machine：Java 仮想マシン）、JIT（Just In Time：ジャストインタイム）コンパイラー、

ガーベージコレクション、スレッドなどの実装や、オペレーティングシステムのいくつかの機能をテストし

ます。 

SPECpower_ssj2008 では、100 ％から「アクティブア

イドル」まで 10 ％区切りで、さまざまなパフォーマン

スレベルにおける一定時間の消費電力をレポートします。

この段階的なワークロードは、サーバの処理負荷および

消費電力が、日や週によって大きく変化することを反映

しています。すべてのレベルにおける電力効率指標を計

算するには、各パフォーマンスレベル（セグメント）で

測定したトランザクションスループットを合計し、各セ

グメントの平均消費電力の合計で割ります。結果は、

overall ssj_ops/watt という性能指数です。この値から測

定対象サーバのエネルギー効率に関する情報が得られま

す 。 測 定 標 準 が 定 義 さ れ て い る こ と に よ り 、

SPECpower_ssj2008 で測定される値を他の設定やサー

バと比較することができます。ここで示すグラフは、

SPECpower_ssj2008 の標準的な結果のグラフです。 

 

ベンチマークは、さまざまなオペレーティ

ングシステムおよびハードウェアアーキテ

クチャーで実行され、大がかりなクライア

ントやストレージインフラストラクチャー

を必要としません。SPEC に準拠したテス

トで必要な最低限の機材は、ネットワーク

で接続された 2 台のコンピュータと、電力

アナライザと温度センサーが 1 台ずつです。

コンピュータの  1 台は、SUT（System 

Under Test：テスト対象システム）で、サ

ポート対象のオペレーティングシステムと 

JVM が実行されます。JVM は、Java で実

装されている SPECpower_ssj2008 ワーク

ロードを実行するために必要な環境を提供

します。もう 1 台のコンピュータは、CCS

（Control & Collection System：収集および

制御システム）で、ベンチマークの動作を

制御し、レポートに使用する電力、パ

フォーマンス、および温度のデータを取得

します。この図は、ベンチマーク構成の基

本構造とさまざまなコンポーネントの概要を示しています。 
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ベンチマーク結果 

2011 年 9 月、1 基の Xeon E3-1240 プロセッサおよび 8 GB の PC3L-10600E DDR3-SDRAM メモリの構成

で PRIMERGY TX100 S3 を測定しました。測定には、Windows Server 2008 R2 Enterprise SP1 を使用し

ました。また、Oracle の Java HotSpot(TM) Server VM バージョン 1.6.0_26（64 ビット版）を JVM として

使用しました。 

Xeon E3-1240 プロセッサを搭載した PRIMERGY TX100 S3 は、4,638 overall ssj_ops/watt の結果を達成

しました。 

左 の グ ラ フ は 、 上 記 構 成 で の 

PRIMERGY TX100 S3 の測定結果を

示しています。赤い横棒は、グラフの

y 軸で示された各目標負荷レベルに対

する電力性能比（単位：ssj_ops/watt、

x 軸の上目盛）を表しています。青い

線は、小さなダイヤで示された各目標

負荷レベルにおける平均消費電力（x 

軸の下目盛）が描く曲線を表していま

す。黒い縦線は、PRIMERGY TX100 

S3 の出したベンチマーク結果である、

4,638 overall ssj_ops/watt を表してい

ます。これは、各負荷レベルでのトラ

ンザクションスループットの合計を各

測定での平均消費電力の合計で割った

ものです。 

 
 
 
 
 
 

次の表は、各負荷レベルにおけるスループット（単位：ssj_ops）、平均消費電力（単位：W）、およびエ

ネルギー効率の詳細を表しています。 

 

パフォーマンス 電力 エネルギー効率 

目標負荷 ssj_ops 平均消費電力（W） ssj_ops/watt 

100 ％ 420,163 87.5 4,801 

90 ％ 380,330 79.7 4,770 

80 ％ 336,046 66.7 5,039 

70 ％ 293,986 56.0 5,249 

60 ％ 251,907 47.0 5,358 

50 ％ 211,803 40.1 5,285 

40 ％ 169,490 34.6 4,905 

30 ％ 127,143 30.7 4,145 

20 ％ 84,400 25.2 3,344 

10 ％ 41,748 19.8 2,109 

アクティブアイドル 0 12.2 0 

 ∑ssj_ops / ∑power = 4,638 

 

サーバは、最大限のエネルギー効率を得られるようチューニングされました。メモリについては、最小の電

力消費で最高のパフォーマンスを得られるように、4 GB のメモリ計 2 枚を、利用可能な各メモリチャネル

に 1 枚ずつ装着する構成としました。この構成では、1 つのメモリチャネルに 4 枚のメモリを装着した場合
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に比べ、同様のスループットを得ながら、消費電力を抑えることができ、さらに利用可能なメモリ帯域幅を

最大限に活用できます。ただし、ハードウェア構成で最も重要なことは、適切なプロセッサの選択です。プ

ロセッサは、メモリサブシステムと並んで、最も電力を消費する部品だからです。PRIMERGY TX100 S3 

では、TDP（Thermal Design Power：熱設計電力）80 W の 4 コアプロセッサ Xeon E3-1240 搭載時に、最

高の値を記録しました。 

ベンチマーク環境 

ここに示す SPECpower_ssj2008 測定結果は、次のハードウェアおよびソフトウェア構成の PRIMERGY 

TX100 S3 で実行され、ZES Zimmer 電力アナライザを使用して測定されました。 

 

ハードウェア 

モデル PRIMERGY TX100 S3 

プロセッサ（TDP） Xeon E3-1240（80 W） 

チップ数 1 チップ、チップあたり 4 コア、コアあたり 2 スレッド 

1 次キャッシュ 32 KB（命令） + 32 KB（データ）オンチップ（コアあたり） 

2 次キャッシュ 256 KB（命令 + データ）オンチップ（コアあたり） 

3 次キャッシュ 8 MB（命令 + データ）オンチップ（チップあたり） 

メモリ 4 GB PC3L-10600E DDR3-SDRAM × 2 枚 

ネットワークイン

ターフェース 

Intel 82579LM ギガビットネットワーク接続（オンボード）（× 1 基） 

Intel 82574L ギガビットネットワーク接続（オンボード）（× 1 基） 

ディスクサブシステ

ム 

内蔵 SATA コントローラー（× 1 基） 

3.5 インチ SATA HDD（1 台）、250 GB、7.2 krpm 

電源ユニット 250 W Fujitsu Technology Solutions S26113-E565-V70-01（× 1 基） 

ソフトウェア 

オペレーティングシ

ステム 
Windows Server 2008 R2 Enterprise SP1 

JVM バージョン Oracle Java HotSpot(TM) 64-Bit Server VM on Windows, version 1.6.0_26 

JVM アフィニティ なし 

JVM オプション 

-server -Xmx3600m -Xms3600m -Xmn3g -XX:SurvivorRatio=55  
-XX:TargetSurvivorRatio=90 -XX:ParallelGCThreads=8  
-XX:AllocatePrefetchDistance=256 -XX:AllocatePrefetchLines=4  
-XX:LoopUnrollLimit=45 -XX:InitialTenuringThreshold=12  
-XX:MaxTenuringThreshold=15 -XX:InlineSmallCode=3900 -XX:MaxInlineSize=270  
-XX:FreqInlineSize=2500 -XX:+UseLargePages -XX:+UseParallelOldGC  
-XX:+UseCompressedStrings -XX:+AggressiveOpts 

 

国または販売地域によっては、一部のコンポーネントが利用できない場合があります。 
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STREAM 

ベンチマークの説明 

STREAM は、メモリのスループットを測定するために長年使用されてきた総合的なベンチマークで、John 

McCalpin 氏がデラウェア大学に教授として在職中に、氏によって開発されました。現在はバージニア大学

でサポートされており、ソースコードを Fortran または C のいずれでもダウンロードできます。STREAM 

は、特に HPC（ハイパフォーマンスコンピューティング）分野で、重要な役割を担っています。例えば、

STREAM は、HPC Challenge ベンチマークスイートの一部として使用されています。 

このベンチマークは、PC とサーバシステムの両方で使用できるように設計されています。測定単位は、

[GB/s] であり、1 秒あたりにリード／ライト可能なギガバイト数です。 

STREAM では、シーケンシャルアクセスでのメモリスループットを測定します。メモリ上のシーケンシャ

ルアクセスは、CPU キャッシュが使用されるため、一般にランダムアクセスより高速です。 

ベンチマーク実行前に、測定環境に合わせて、STREAM のソースコードを調整します。また、CPU キャッ

シュによる測定結果への影響ができるだけ少なくなるよう、データ領域のサイズは、全 CPU キャッシュの

総容量の 4 倍以上にする必要があります。ベンチマーク中にプログラムの一部を並列実行するために、

OpenMP プログラムライブラリを使用します。これにより、利用可能なプロセッサコアに対して最適な負

荷分散が行われます。 

STREAM ベンチマークでは、8 バイトの要素で構成されるデータ領域が、4 つの演算タイプに連続的にコ

ピーされます。COPY 以外の演算タイプでは、算術演算も行われます。 

 

演算タイプ 演算 ステップあたりのバイト数 ステップあたりの浮動小数点演算 

COPY a(i) = b(i) 16 0 

SCALE a(i) = q × b(i) 16 1 

SUM a(i) = b(i) + c(i) 24 1 

TRIAD a(i) = b(i) + q × c(i) 24 2 

 

スループットは、演算タイプ別に GB/s で表されます。しかし最近のシステムでは、通常、演算タイプによ

る値の差はほんのわずかです。そのため、一般的に、性能比較には TRIAD の測定値だけが使用されます。 

測定結果は、主にメモリモジュールのクロック周波数によって変わります。また、算術演算は、CPU に

よって影響を受けます。結果の精度は約 5 ％です。 

本章では、スループットを 10 のべき乗で表しています。(1 GB/s = 10
9
 Byte/s) 
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ベンチマーク結果 

次の 4 種類のプロセッサバージョンで PRIMERGY TX100 S3 を測定しました。 

 Celeron 
 Pentium 
 Core i3 
 Xeon E3 

ベンチマークプログラムは、インテル  C コンパイラー 12.0 でコンパイルし、SUSE Linux Enterprise 

Server 11 SP1（64 ビット）で実行しました。 

データ領域は 12,000 万個の要素で構成されます。これは約 915 MB に相当します。 

 

プロセッサ コア GHz L3 キャッシュ メモリ周波数 TDP TRIAD [GB/s] 

Celeron G530 2 2.40 2 MB 1067 MHz 65 W 15.5 

Pentium G620 2 2.60 3 MB 1067 MHz 65 W 15.5 

Core i3-2100 2 3.10 3 MB 1333 MHz 65 W 19.2 

Core i3-2120 2 3.30 3 MB 1333 MHz 65 W 19.2 

Xeon E3-1220 4 3.10 8 MB 1333 MHz 80 W 18.8 

Xeon E3-1230 4 3.20 8 MB 1333 MHz 80 W 18.8 

Xeon E3-1240 4 3.30 8 MB 1333 MHz 80 W 18.8 

 

この測定結果から、最大メモリ周波数が 1067 MHz のプロセッサと 1333 MHz のプロセッサの違いがわか

ります。メモリ周波数が 1333 MHz のプロセッサでは、4 コアのプロセッサでも、2 コアのプロセッサと同

程度のメモリのスループットになっています。これは、4 スレッドでメモリコントローラーの容量の上限に

達しているためです。 

次のグラフは、PRIMERGY TX100 S3 とその旧モデルである PRIMERGY TX100 S2 のスループットを、最

大パフォーマンス構成で比較したものです。 
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ベンチマーク環境 

STREAM の測定は、次のハードウェアおよびソフトウェア構成の PRIMERGY TX100 S3 で実行されました。 

 

ハードウェア 

モデル PRIMERGY TX100 S3 

CPU 

Celeron G530 
Pentium G620 

Core i3-2100、i3-2120 

Xeon E3-1220、E3-1230、E3-1240 

コア数 

Celeron G530： 2 コア 

Pentium G620： 2 コア 

Core i3-2100、i3-2120： 2 コア 

その他すべて： 4 コア 

1 次キャッシュ 32 KB（命令） + 32 KB（データ）オンチップ（コアあたり） 

2 次キャッシュ 256 KB オンチップ（コアあたり） 

その他のキャッシュ 

Celeron G530： 2 MB（命令 + データ）オンチップ（チップあたり） 

Pentium G620： 3 MB（命令 + データ）オンチップ（チップあたり） 

Core i3-2100、i3-2120： 3 MB（命令 + データ）オンチップ（チップあたり） 

その他すべて： 8 MB（命令 + データ）オンチップ（チップあたり） 

メモリ 4 GB PC3-10600E DDR3-SDRAM × 2 枚 

ソフトウェア 

オペレーティングシステム SUSE Linux Enterprise Server 11 SP1（64 ビット） 

コンパイラー インテル C コンパイラー 12.0 

ベンチマーク Stream.c バージョン 5.9 

 

国または販売地域によっては、一部のコンポーネントが利用できない場合があります。 
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LINPACK 

ベンチマークの説明 

LINPACK は、1970 年代に Jack Dongarra 氏他数名によって、スーパーコンピュータの性能を評価するため

に開発されました。このベンチマークは、線形方程式系の解析および求解用のライブラリ関数を集めたもの

です。詳細は次のドキュメントで参照できます。 

http://www.netlib.org/utk/people/JackDongarra/PAPERS/hplpaper.pdf 

LINPACK では、N 次元の線形方程式系を解く速度を測定します。結果は、GFlops（Giga Floating Point 

Operations per Second：10 億浮動小数点演算／秒）で示されます。これは浮動小数点演算を 1 秒間に 10 

億回実行することを示す単位です。求解に必要な浮動小数点演算の回数は次の式によって決定されます。 

 
2
/3 × N

3
 + 2 × N

2
 

LINPACK の演算では、メインメモリに N × N サイズの行列データを配置する必要があります（値 N は求解

する方程式の数です）。使用可能なメインメモリを十分に利用できるような最大値を N に設定した場合に、

最大の性能が達成されます。しかし、このような最大値の決定には非常に時間がかかるうえ、期待される結

果の向上はごくわずかです。また、システムのメモリ帯域幅は結果にほとんど影響しません。これは、ベン

チマークの実行中は主に浮動小数点演算が実行され、データ交換は並列プロセス間でほとんど起こらないた

めです。そのため、ベンチマーク結果は、最大値より若干低い N の値から求められます。 

LINPACK は、HPC（High Performance Computing：高性能計算）の分野で代表的なベンチマークの 1 つで

す。また、LINPACK は、HPC チャレンジベンチマーク（HPC 環境における他の性能的側面を考慮に入れ

たベンチマーク）を構成する 7 つのベンチマークの 1 つです。 

PRIMERGY サーバの測定では、インテルが最適化した、個別システム用の LINPACK バージョンを 使用し

ました。これはインテルコンパイラーに含まれています。また、次のアドレスから直接ダウンロードするこ

ともできます。 

http://software.intel.com/en-us/articles/intel-math-kernel-library-linpack-download/ 

LINPACK の結果は http://www.top500.org/ で公表される可能性があります。公開にあたっての前提条件は、MPI

（Message Passing Interface）ベースのバージョンを使用することです （http://www.netlib.org/benchmark/hpl を

参照）。 

プロセッサコアの理論的な最大性能は、1 クロックサイクル内に実行される浮動小数点演算の回数から得ら

れます。例えば、クロック周波数が 2.4 GHz で 1 サイクルあたり 4 回の浮動小数点演算を実行するプロ

セッサの最大性能は 9.6 GFlops になります。測定結果と最大値の比率は、浮動小数点演算に関するシステ

ムの効率を示します。演算中のメモリアクセス回数が少ないほど、この比率は高くなります。これまでの測

定結果から、現在のプロセッサアーキテクチャーの効率は、およそ 90 ％であることがわかっています。 

ベンチマーク結果 

次の 4 種類のプロセッサバージョンで PRIMERGY TX100 S3 を測定しました。 

 Celeron 
 Pentium 
 Core i3 
 Xeon E3 

ベンチマークプログラムは、インテルコンパイラー 12.0 に付属するものを使用し、これを SUSE Linux 

Enterprise Server 11 SP1（64 ビット）で実行しました。 

測定対象のプロセッサのうち新しい AVX テクノロジーに対応したものは、1 クロックサイクルあたり 8 回

の浮動小数点演算を達成します。したがって、理論的最高値は次のとおりです。 

GFlopsmax = 8 × プロセッサコアの数 × CPU 周波数（GHz 単位） 

一方、SSE4.2 テクノロジーを備えた Pentium G620 および Celeron G530 プロセッサは、1 クロックサイ

クルあたり 4 回だけ浮動小数点演算を行います。 

使用可能なメインメモリは 8 GB なので、次元数を N = 30000 としました。 

  

http://www.netlib.org/utk/people/JackDongarra/PAPERS/hplpaper.pdf
http://software.intel.com/en-us/articles/intel-math-kernel-library-linpack-download/
http://www.top500.org/
http://www.netlib.org/benchmark/hpl
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プロセッサ コア GHz 
L3 キャッシュ 

[MB] 
メモリ周波数 TDP 

理論的 最高値 

[GFlops] 

LINPACK 
[GFlops] 

効率 

[％] 

Celeron G530 2 2.40 2 1067 MHz 65 W 19.2 17.8 92.7 

Pentium G620 2 2.60 3 1067 MHz 65 W 20.8 19.4 93.3 

Core i3-2100 2 3.10 3 1333 MHz 65 W 49.6 43.1 86.9 

Core i3-2120 2 3.30 3 1333 MHz 65 W 52.8 45.6 86.4 

Xeon E3-1220 4 3.10 8 1333 MHz 80 W 99.2 91.3 92.0 

Xeon E3-1230 4 3.20 8 1333 MHz 80 W 102 90.8 89.0 

Xeon E3-1240 4 3.30 8 1333 MHz 80 W 106 93.5 88.2 

 

上記の結果では、すべてのプロセッサが理論値の 85 ％以上を達成しており、PRIMERGY TX100 S3 の浮動

小数点演算の性能が良好であることを示しています。 

次のグラフは、PRIMERGY TX100 S3 とその旧モデルである PRIMERGY TX100 S2 のスループットを、最

大パフォーマンス構成で比較したものです。 
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ベンチマーク環境 

LINPACK の測定は、次のハードウェアおよびソフトウェア構成の PRIMERGY TX100 S3 で実行されました。 

 

ハードウェア 

モデル PRIMERGY TX100 S3 

CPU 

Celeron G530 
Pentium G620 

Core i3-2100、i3-2120 

Xeon E3-1220、E3-1230、E3-1240 

コア数 

Celeron G530： 2 コア 

Pentium G620： 2 コア 

Core i3-2100、i3-2120： 2 コア 

その他すべて： 4 コア 

1 次キャッシュ 32 KB（命令） + 32 KB（データ）オンチップ（コアあたり） 

2 次キャッシュ 256 KB オンチップ（コアあたり） 

その他のキャッシュ 

Celeron G530： 2 MB（命令 + データ）オンチップ（チップあたり） 

Pentium G620： 3 MB（命令 + データ）オンチップ（チップあたり） 

Pentium G620： 3 MB（命令 + データ）オンチップ（チップあたり） 

Core i3-2100、i3-2120： 3 MB（命令 + データ）オンチップ（チップあたり） 

その他すべて： 8 MB（命令 + データ）オンチップ（チップあたり） 

メモリ 4 GB PC3-10600E DDR3-SDRAM × 2 枚 

ソフトウェア 

オペレーティングシステム SUSE Linux Enterprise Server 11 SP1（64 ビット） 

ベンチマーク インテルコンパイラー 12.0 に付属の xlinpack_xeon64 

 

国または販売地域によっては、一部のコンポーネントが利用できない場合があります。 

SPECcpu2006：浮動小数点演算のパフォーマンス 

PRIMERGY TX200 S6 と 旧モデルとの比較 
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関連資料 

 

PRIMERGY システム 

http://ts.fujitsu.com/primergy 

PRIMERGY TX100 S3 

データシート（英語） 

http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=61ea6a1b-0a12-4cf4-a938-7adade347014 

PRIMERGY TX100 S3 Core Edition 

データシート（英語） 

http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=175cc3bf-e136-4730-81fb-2575cb80bf3c 

PRIMERGY のパフォーマンス 

http://ts.fujitsu.com/products/standard_servers/primergy_bov.html 

LINPACK 

http://www.netlib.org/linpack/ 

SPECcpu2006 

http://www.spec.org/osg/cpu2006 

ベンチマークの概要 SPECcpu2006 

http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=00b0bf10-8f75-435f-bb9b-3eceb5ce0157 

SPECpower_ssj2008 

http://www.spec.org/power_ssj2008 

ベンチマークの概要 SPECpower_ssj2008 

http://docs.ts.fujitsu.com/dl.aspx?id=a133cf86-63be-4b5a-8b0f-a27621c8d3c5 

STREAM 

http://www.cs.virginia.edu/stream/ 

PC サーバ PRIMERGY（プライマジー） 

http://jp.fujitsu.com/platform/server/primergy/ 

 

お問い合わせ先 

富士通テクノロジー・ソリューションズ 

Web サイト：http://ts.fujitsu.com 

PRIMERGY のパフォーマンスとベンチマーク 

mailto:primergy.benchmark@ts.fujitsu.com 
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